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第１章◆新たな成長を目指す日本経済とその課題

第１節■長期化する景気回復の背景と今後の課題

¡2005年央に踊り場を脱した日本経済は、その後、消費、投資、外需のバランスがと

れた景気回復を続けている。景気回復長期化の背景には、企業と家計部門の健全化

に加えて、世界経済の回復、為替レート等安定的な金融状況の推移が寄与。

¡原油価格の高騰はかく乱要因ではあるが、世界経済の成長が続き、悪性のインフレ

圧力が封じ込まれているため、今のところ影響は限定的である。ただし、今後の世

界経済の動向や世界的な金利上昇の動き等には注意が必要である。

第２節■デフレ脱却に向けた展望と課題

¡景気回復が続く中で長期にわたって下落が続いていた物価状況にも変化が見られ

る。物価の状況を示す経済指標の中でも消費者物価をみると、原油価格の上昇など

の要因を除いた部分は前年比でほぼ同じ水準にまで持ち直している。

¡今後経済が物価安定のもとでの持続的な成長を実現していくため、引き続き政府・

日本銀行が一体となって取組を行い、先般公表の「新たな金融政策運営の枠組み」

に基づき、適切な金融政策運営が行われることが期待される。

第３節■回復する金融・資産市場

¡2006年に入ってからの金融市場を概観すると、実体経済の回復を反映した動きがみ

られる。株価や金利は上昇し、銀行貸出や地価が持ち直しつつある。金融市場にお

ける国際的な連動性が強まりをみせており、世界的な貯蓄超過が各国の長期金利に

影響を与えている。

¡これまで日本経済の家計、企業、財政などの各部門は長期間にわたりゼロ金利の環

境での経済活動に適応してきただけに、今後の金利上昇など経済環境の変化にも留

意が必要である。

第４節■財政政策の動向

¡国と地方の基礎的財政収支赤字は、公共投資の削減や景気回復による歳入増加等も

あり、2002年度のGDP比5.7％から2006年度には2.8％程度まで低下が見込まれる。

ただし、高齢化によって社会保障費等の経費が増加していくことが見込まれる中で、

基礎的財政収支を黒字化させるためには、歳出歳入両面において相当の政策努力が

必要であるとともに、潜在成長率を高めていくことが重要である。

第５節■まとめ

（略）
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